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※能力不足でボトルネックになっている機器が判明  

しても、どれだけ性能を上げれば使用率が下がる   
のかが分からないため、性能改善を図っても能力   

不足かオナバースペックになる可能性がある。  

※ボトルネックとなっている機器の性能改善により、   

今度は別の機器が新たにボトルネックになる可能   

性がある。  

※初期性能値が低すぎるとパケットの滞留や再送が   

発生し、膨大なシミュレーション実行時間を要す   

る。最悪はメモリのパンクにより結果が得られな   
いで終了することさえある。  

このようにシミュレーション分析には試行錯誤がつ  

きものである。特に大規模ネットワークを評価する場  

合は長時間のシミュレーション実行時間を要するため  

特に時間的ロスが大きいゝ閻』t一汗分析機能により、  
モデ／堰巨更による影響を手軽に確醒できるツールもあ  

るが、基本的には試行錯誤の繰り返しであることに変  
わりは無レ＼   

今回提奏する評価方法は、シミュレーションに先立  

ってモデル分析を行い、個々の資扱が必要とする性能  
条件の基準経を自動的に設定するものである。これに  
よりシミュレーション分析手順のカ幅な効率化が実現  

できる。   

乱 の決定方法   

モデル分析により必要能力を決定する手順は以下の  

とおりである。最終的に各ネットワーク資源の使用率  
を予め設定した許容範囲内に収めることを条件として  

いる。   

①前提条件の設定（最初に1度だ古ナ行う）  

。ネットワーク資源の種類（uN川AN／中継装置等）  

毎に使用率の上限値を事前に設定する。  
。代表的なネットワーク機器や憫姐サービスを、そ   

の速度等の属性情報とともにデータベースに登録  

しておく。  

②分析処理  

。シミュレーションモデルに設定されたトラフイツ  

Ⅶ．はじめ〈に   

インターネットの急速な普及に伴い、より高連なネ  

ットワークの構築や新しい技術の導入など、企業の情  

報ネットワークは大幅な見直しが迫られている。ネッ  

トワーク磯静やⅧ餓サービスの高歯軋低値賂化が進  

んでいるとは言え、最大の投資効果を得るには事前に  

定量的な性能評価を行うことが必須である。   

情報ネットワークの性能評価を行う場合、シミュレ  

ーションが最も効果的な手法として考えられる。しか  

し、ネットワーク資源の最適な性能条件を見つけ出す  

には幾度ものケーススタディを繰り返す必要があり、  

かなりの時間と労力を必要とする。ネットワークを取  

り巻く激しい環境変化に迅速に対応するためにはより  

効率的な評価手法を考える必要がある。   

ここで仮に機器の使用率を許容範囲内に抑えること  

に目的を限定蠣 シミュレーションを行う前に簡  

単なモデル分析を行うことで必要な能力値を試行錯誤  

無しに直接的に得ることが可能である。   

この考え方に基づく評価を実現するため、ネットワ  

ーク性能評価ツール「See腫V併」［1】に機能追加を行  

った。ここに「SeeN訂仰」を用いた効率的な性能評  

価の実践方法を提案する。   

監評厨訴願故釦必要性   

シミュレーションによるネットワークの性能評価手  

順は一般的に以下のとおりである。  

園¶ シミ皿且′－ショ瀾  

通常は②③の工程を繰り返しながら最適な性能条件  

を見つけ出すことになるが、ここでは以下のような問  

題点も発生する。  
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のいく結果が得られた。また検討するケースが多いほ  

ど分析時間短縮の効果が高いことも確認できた。  

ク量から各資源にかかる負荷を集計する。  

・集計された負荷と各資源に設定されている性能値  

他ps，押S）から使用率を算出する。  

・算出された使用率が上限値を越えている資源をリ  

ストアップして瞥告表示する。  

③必要能力の判定、モデル更新  

・使用率が指定された上限値以下となるために必要  

な性能値を算出する。   
・データベースからその性能条件を満たす上位機種、  
上位岨Nサービスを検索し、代替機器としてモデ  

ルを更新する。   

4．鮎d正一／肝を用いた評価手頼   
実際に「SeeriFr／OP」を用いた場合、評価者が行う  

手順は以下のとおりとなる。前提条件は事前に設定さ  

れているものとする。  

苧 64－128kbps  

支所x5拠点  

図3 広域ネットワークの構成  
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図2 卿を用いた評価手順  

②③の工程で事前分析を行うことより、④⑤の工程  
での試行錯誤の回数を抑えることができる。   

5．評価事例   
構造計画研究所の広域ネットワーク（図3参照）  

を対象に「SeeNET／OP」のモデル分析機能を用いて実  

際に性能評価を行った。将来的に増加が見込まれるト  
ラフィック量に対して必要帯域を予測することを目的  

とし、各支所と本所間のトラフィックを数段階に分け  
て増加させ、各ネットワーク資源の必要帯域を検討し  
た。また、比較のため通常のシミュレーション分析手  

順でも評価を行った。   
通常のシミュレーション分析手順では、フレームリ  

レー網のCIRの不足、アクセス回線の帯域不足、／レー  

クの処理能力不足等、次々に問題箇所が顕在化したの  

に対し、rSeeNFrA）P」を用いた場合は1回の分析とシ  

ミュレーション実行で、機器の使用率に関しては満足  

図4モデノ鯛凍の表示  

6．まとめ   

幅eeN訂／肝」が持つ必要な性能条件を自動的に割り  

出す機能を利用した効率的な性能評価の実践方法を説  

明した。ネットワークの性能を評価する上ではレスポ  
ンスタイムの評価もまた重要であるが、ここで説明し  

たように機器の使用率を許容範囲内に抑えることがま  

ず第1ステップとして必要な条件であるといえる。   

今後も効率的なネットワーク性能評価の実現を目指  

して「SeeNFr／OP」の機能の充実を図る予定である。   
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